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  学校施設の整備・管理について

居住地にかかわらず、同じ教育環
境で学ぶ権利があることから、環
境改善に向けて施設整備を進める
ことが必要であると考えます。

市内小中学校の施設については、老朽化が進ん
でおり、その対策が急務な状況です。校舎及び
屋内運動場のうち、築後３０年以上が７５％あ
ります。

【視点３】
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市内小中学校の校舎及び屋内運動場の築年数は？
名称 建物用途 築年数

十神小 校舎 ２４

屋内運動場 ３３

社日小 校舎 ５３

屋内運動場 ４４

島田小 校舎 ３７

屋内運動場 ３６

宇賀荘小 校舎 ３０

屋内運動場 ２８

南小 校舎 ２０

屋内運動場 ２９

能義小 校舎 ３６

屋内運動場 ３５

飯梨小 校舎 ３５

屋内運動場 ３４

荒島小 校舎 ４０

屋内運動場 ４０

名称 建物用途 築年数

赤江小 校舎 ４６

屋内運動場 ３５

広瀬小 校舎 ５２

屋内運動場 ３９

比田小 校舎 ３２

屋内運動場 ３９

山佐小 校舎 ３３

屋内運動場 ２６

布部小 校舎 ３７

屋内運動場 ３５

安田小 校舎 ４９

屋内運動場 ４４

母里小 校舎 ５２

屋内運動場 ４５

井尻小 校舎 ２６

屋内運動場 ４３

名称 建物用途 築年数

赤屋小 校舎 ５０

屋内運動場 ３１

名称 建物用途 築年数

一中 校舎 ８

屋内運動場 ３１

二中 校舎 ３９

屋内運動場 １９

三中 校舎 ６２

屋内運動場 １９

広瀬中 校舎 １５

屋内運動場 １５

伯太中 校舎 ３４

屋内運動場 ３２

令和４年４月現在 3



 令和３年３月に策定した
 「安来市学校施設の長寿命化計画
           （個別施設計画）」

 学校施設の整備の基本的な考え方

  ①安来市公共施設等総合管理計画の基本方針
               （平成28年12月策定）
  ②学校施設の長寿命化計画の基本的な方針

  ③改修等の基本的な方針

安来市の公共施設の今後
のあり方を示す計画
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 ①安来市公共施設等総合管理計画の基本方針

 
  １ 施設総量の適正化
     人口減少、年齢構成の変化や財政状況に応じた
      施設総量の適正化

  ２ 予防保全・長寿命化
     点検結果を踏まえた計画的な予防保全や大規模
      改修の実施等による施設の長寿命化

  ３ 効率的・効果的な管理運営
     効率的な運営方法の検討、民間活力の活用及び
      遊休施設の売却や貸付の促進

安来市のすべての
　　施設が対象！
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 ①安来市公共施設等総合管理計画の基本方針

  施設類型別方針 【学校】 

   学校施設は、本市公共施設の約１／３を占めており、
  全施設において耐震補強工事は完了しているものの、
  約２／３が老朽化施設（築後３０年超）となっています。

  そのため、大規模修繕の優先順位を検討することと平行
  して、少子化により児童・生徒数は減少傾向が続いてい
  る現状も踏まえ、将来の児童・生徒数の推移を見据え、
  文部科学省の手引などを参考に、学校の適正規模・適正
  配置を検討します。
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Ｓ56からＨ2までの間に
建設された施設が集中！
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 ②学校施設の長寿命化計画の基本的な方針

  １）小中学校の適正規模・適正配置
     最適な教育環境、地域コミュニティの役割等
      を多角的に検討。

  ２）給食施設について
     令和４年度から全校が給食センター方式へ移行。

  ３）施設の長寿命化や維持管理コストの縮減
    について
     改修レベルや優先順位の決定。トイレの洋式化。
      空調設備の更新。プール施設の見直し。
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 ③改修等の基本的な方針

  １）長寿命化の方針
     コンクリート及び鉄筋の強度が確保される場合は
      70～80年程度の長寿命化が可能。

  ２）目標使用年数、改修周期の設定
     目標使用年数    80年
      予防改修の周期   20年／60年
      長寿命化改修の周期 40年

  ３）今後の維持・更新コストの把握
     長寿命化改修のコスト試算と縮減効果の把握。
      長寿命化改修の効果と課題。
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（参考：「学校施設の長寿命化計画策定に係る手引」（文部科学省 平成２７年４月））

長寿命化のイメージ
従来型（文部科学省のデータに
よる築後４０年で改築する）
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（参考：「学校施設の長寿命化計画策定に係る手引」（文部科学省 平成２７年４月））

長寿命化のイメージ
40年後に「改築」ではなく、
「長寿命化改修」を実施！
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 今後の維持・更新コストの把握

○試算
 ・今後４０年間の維持・更新にかかるコストは総額
   １）従来型の修繕・改修等を前提に試算した場合
      ３６５億円 ⇒ 年平均 ９．１億円 
   ２）建物を最長８０年間の使用を前提に試算した場合
      ３１０億円 ⇒ 年平均 ８億円 
    
 
 しかしながら、コスト総額の縮減・平準化をしてもなお、試
算上で年平均８億円が必要であるため、現行予算額の約２．６
億円に対して、必要となるコストは約３倍となります。
 長寿命化改修の効果を把握し、施設整備・改修の進め方や運
営面などの検討は、多角的な視点をもって取り組む必要があり
ます。
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Ｓ56からＨ2までの間に
建設され、築40年となる
施設が集中している現状！
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建物名① 健全度 建物名② 健全度

母里小学校 管理教室棟 14 屋内運動場 25

赤屋小学校 管理教室棟 14

井尻小学校 屋内運動場 18

安田小学校 管理教室棟 25 屋内運動場 29

荒島小学校 教室棟、管理棟 29 屋内運動場 40

飯梨小学校 校舎 34

第三中学校 管理教室棟 37 教室棟、特別教室棟 40

赤江小学校 教室棟 38

南小学校 校舎 38

第二中学校 管理教室棟 40

広瀬小学校 管理教室棟 43

布部小学校 教室棟、管理教室棟 48

島田小学校 教室管理棟 49

能義小学校 屋内運動場 49

伯太中学校 教室棟 49

第一中学校 屋内運動場 57

山佐小学校 管理教室棟 58

十神小学校 屋内運動場 62

広瀬中学校 特別教室棟 62

比田小学校 管理教室棟 65

宇賀荘小学校 管理棟 72

社日小学校 管理棟、教室棟 72

劣化状況
学校名 優先度

高

低

 健全度  目 安
 ０～ ２０ 早急に対応する必要がある
２１～ ４０ 広範囲に劣化（機能性・安全性に問題あり）
４１～ ６０ 広範囲に劣化（機能性・安全性に問題なし）
６１～ ８０ 部分的に劣化
８１～１００ 概ね良好

劣化状況の概要

 ※表の見方
  各施設のうち、健全度の一番低い建物と健全度40以下の
  建物を選択し低い順から記載した。
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近年の市施設の建設費について

 ・第一中学校（平成26年完成）

              30億5,056万円 
 ・給食センター（平成27年完成）

              13億   811万円 
 ・総合文化ホール アルテピア（平成29年完成）

              64億4,529万円 

 ・安来庁舎（平成30年完成）

              49億8,978万円 
 ・消防庁舎（平成26年完成）

              20億7,438万円 
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小学校プールについて
＜現状＞
 令和3年度 広瀬勤労者体育センター・・・ 山佐小、布部小、(比田小)
        安来市民プール    ・・・ 能義小、飯梨小
   ⇒ 他のプール施設も老朽化により、循環ポンプ、給排水管、
     プール本体、シャワーなどの付属施設に不具合や損壊が
     確認され、その稼働に費用と時間が必要となっています。

＜検討＞ 安来市学校施設長寿命化計画に基づき対応を検討
  ①現状施設の継続（新築、大規模改修、維持修繕）
  ②他の小学校での受け入れ
  ③市民プール等での受け入れ

＜令和5年度＞
 ○安来市民プール ・・・ 南小、宇賀荘小、安田小、母里小
 ○他の小学校   ・・・ 赤屋小（井尻小へ）※安来市民プールの使用も検討

参考：社日小 Ｈ25改修
     １.６億円程度
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令和５年度以降のプール利用【位置図】

市民プール、広瀬勤労者体育センター R3から　市民プール、広瀬勤労者体育センター利用

R5以降も　自校プール利用 R5から　市民プール利用

R5から　他校利用

山佐小学校

布部小学校

 　広瀬勤労者体育センター

　R3～

　　布部小、山佐小

飯梨小学校 能義小学校

 　市民プール利用

　R3～

　　飯梨小、能義小

　R5～

　　宇賀荘小、南小、安田小、母里小

荒島小学校

赤江小学校

十神小学校

島田小学校

宇賀荘小学校

南小学校

安田小学校

母里小学校

赤屋小学校
※井尻小学校プールを利用

広瀬小学校

比田小学校
※当初から自校プールなし

井尻小学校

借上バスで移動

スクールバスで移動

社日小学校  小学校プール施設の状況

令和3年度～
○広瀬勤労者体育センター利用
  比田小、布部小、山佐小
○安来市民プール利用
  飯梨小、能義小

令和5年度～
○安来市民プール利用
  宇賀荘小、南小、安田小、母里小
○他校プール利用
  赤屋小（井尻小または安来市民プールを利用）

学習指導要領により、年間10時間程度の水
泳の授業が定められており、受け入れ施設
の許容人数及び送迎の可否により判断。
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  安来市の実態に応じた規模・配置について

検討の対象は、
市内の全小中学校となります。

・今後も児童生徒数は減少していくと見込まれる
・将来を見据えた長期的な視点が必要
・小中一貫教育の推進についても検討

【視点４】
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適正規模については、
国では、「小学校の学級数は、１２学級以上
１８学級以下を標準とする。ただし、地域の
実態その他により特別の事情のあるときは、
この限りでない。」とされています。

児童、生徒が集団の中で、多様な考えに触れ、
認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを
通じて一人一人の資質や能力を伸ばしていく
ことが重要です。

◆規模について

○
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小学校は、１学年の児童数を１０人以上とす
る単式学級を基本に検討する。
また、地域の実態を考え、３年生以上の複式
学級を編成する場合、グループ学習を考慮し、
２学年の児童数の下限は１０人を基本に検討
する。

☆ 適正規模の基準

中学校は、全学年でクラス替えが可能になる
よう１学年２クラス以上を基本に検討する。

●

●
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中山間地域においては、画一的に基本的考え
を適用するのではなく、上記の基本的な規模
を縮小して検討するなど慎重に進める。

☆ 適正規模の基準

●
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国では、通学時間、通学距離、方法について
は、「通学距離が、小学校にあつてはおおむ
ね４ｋｍ以内、中学校及び義務教育学校にあ
つてはおおむね６ｋｍ以内であること。」と
されています。

スクールバスや公共交通機関を利用しての登
校が想定されますが、特に低学年の児童に対
する登下校に要する時間と距離、また、専用
のスクールバスの配備とその運用方法につい
て考慮する必要があります。

○
◆配置について
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通学距離は、小学校で概ね４㎞以内、中学校
では概ね６㎞以内とする。

☆ 適正配置の基準

●

通学時間は、小中学校とも概ね１時間以内と
する。

遠距離通学では、交通手段の確保と支援策を
検討する。

●

●
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小中一貫教育については、小学校と中学校を
一貫とする「義務教育学校」、「小中一貫型
小学校・中学校」などがあり、教育における
円滑な接続を目指す様々な教育を指します。

☆ 小中一貫教育について

教育内容の量的、質的な充実を図るため、教育
課程の連続性が重視されていることを踏まえ、
小中一貫教育の推進について、多方面から研究
及び調査などの検討を進める考えです。

○

○
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視点１から視点３という現状と視点４という
具体的に示された方針（基準）に基づきなが
ら、基本計画を協議していただきます。

事務局から資料を提示させていただきながら、
委員のみなさまからのご提案、ご意見に基づき
基本計画の素案となる審議会としての答申を策
定いただきます。

○

○

未来を生きる子ども達のために

～～ 終わりに ～～
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